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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  航空機（３００）における燃料電池のための水素を生成するための燃料電池供給デバイ
ス（１００）であって、
  Ｓｉ鎖の長さが少なくとも１１ケイ素原子であって、粉末、粒状物、ペレット、ビーズ
、立方体および多孔片からなるグループから選択される固体構造の形態である水素添加ポ
リシラン（１２６）またはその混合物を水と反応させるために設計される反応室（１２０
）と、
  少なくとも１つの反応物を前記反応室（１２０）に給送するための給送デバイス（１１
２）と、
  前記反応によって形成される水素を燃料電池（１５０）に導くための吐出デバイス（１
２２、１２３、１２４）と
  を有する燃料電池供給デバイス（１００）。
【請求項２】
  前記反応室が塩基性媒体、好ましくはアルカリ性媒体を提供するために設計される、請
求項１に記載の燃料電池供給デバイス。
【請求項３】
  前記反応室（１２０）が金属触媒を有する、請求項１又は請求項２に記載の燃料電池供
給デバイス。
【請求項４】
  供給デバイス（２００）が、前記反応（１２１）によって解放される熱を利用する廃熱
復熱装置（１２９）を有する、請求項１から請求項３のうちいずれか１項に記載の燃料電
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池供給デバイス。
【請求項５】
  前記給送デバイス（１１２）に水を供給するための水貯蔵タンク（１１０）
  をさらに備える、請求項１から請求項４のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバ
イス。
【請求項６】
  給送デバイス（１５４）が、復水のため、および水貯蔵タンク（１１０）に水を給送す
るために設計され、前記水が前記燃料電池（１５０）内の反応の水として形成される、請
求項１から請求項５のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイス。
【請求項７】
  前記吐出デバイス（１２２、１２３、１２４、１４５）が、入口弁（１２３）および出
口弁（１４３）を備えた、製造された前記水素を中間貯蔵するための圧力容器（１４０）
を有する、請求項１から請求項６のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイス。
【請求項８】
  前記吐出デバイス（１２２、１２３、１２４）が、製造された前記水素の品質および／
または量を測定するために設計される水素測定デバイス（１３０）を有する、請求項１か
ら請求項７のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイス。
【請求項９】
  製造される前記水素の前記吐出デバイス（１２２、１２３、１２４）が残留蒸気および
／またはエアロゾルのための分離デバイス（１２２）を有する、請求項１から請求項８の
うちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイス。
【請求項１０】
  制御デバイス（１６０）
  をさらに備え、前記制御デバイス（１６０）が、製造される前記水素の量を添加される
前記水の量によって制御する、請求項１から請求項９のうちいずれか１項に記載の燃料電
池供給デバイス。
【請求項１１】
  航空機（３００）における燃料電池（１５０）に水素供給のための、
  請求項１から請求項１０のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイスの使用方法
。
【請求項１２】
  航空機のための非常システムとしての、
  請求項１から請求項１１のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイスの使用方法
。
【請求項１３】
  請求項１から請求項１０のうちいずれか１項に記載の燃料電池供給デバイスを備えた航
空機（３００）。
【請求項１４】
  航空機（３００）における燃料電池（１５０）のための水素製造方法であって、
  少なくとも１つの第１および第２の反応物を反応室（１２０）に給送する処理ステップ
であって、前記第１の反応物がＳｉ鎖の長さが少なくとも１１ケイ素原子であって、粉末
、粒状物、ペレット、ビーズ、立方体および多孔片からなるグループから選択される固体
構造の形態である水素添加ポリシラン（１２６）またはその混合物を有し、前記第２の反
応物が水である処理ステップと、
  前記第１の反応物（１２６）を前記反応室（１２０）で前記第２の反応物と反応させる
処理ステップと、
  前記反応によって形成される水素を前記航空機の燃料電池（１５０）へ導く処理ステッ
プと
  を有する水素製造方法。
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